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資料３－１ 

■用途・機能の検討の進め方  

（１） メイン（主）とサブ（従）を、それぞれ５項目を基本に選択 

①単独あるいは複数項目による具体的な活用策のイメージをお持ちの場合 

「資料３－２ 検討すべき用途・機能候補リスト」の中から、メイン（主）となる用途・機能、

サブ（従）となる用途・機能について、それぞれ５項目以内で選んでいただき、「資料３－３ 

検討すべき用途・機能 回答票」に記入し、事務局へ提出。 

 ※メインとサブの組合せが分かるようにメイン”A”のサブには”a”、メイン”B”のサブには”

ｂ”と関連付けて記入。 

例： （A，ａ，ａ，ａ）＋（Ｂ，ｂ、ｂ）＋（Ｃ） ＝ メイン３，サブ５ 

その際、メイン（主）とサブ（従）の組合せの考え方など、コンセプト等があれば、コンセプト

欄に記入。 

② ①以外の場合 

「資料３－２ 検討すべき用途・機能候補リスト」の中から、メイン（主）となる用途・機能、

サブ（従）となる用途・機能について、それぞれ必要性の高い又は掘り下げて検討すべきと

思われるものを５項目ずつで選んでいただき、「資料３－３ 検討すべき用途・機能 回答

票」に記入し、事務局へ提出。 

 ※メインとサブの関連性はないので、○を記入。 

例： メイン（○，○，○，○，○）＋サブ（○，○，○，○、○） ＝ メイン５，サブ５ 

（２） 事務局において、メイン（主）とサブ（従）ごとに集計する。 

（３） 作業上の整理として、メイン（主）とサブ（従）のそれぞれ数の多いものから順に一定数

（５項目程度）について類似施設の状況や課題点等を調査していく。 

（４） 調査した内容などを第１回作業部会に提示し、意見をいただき、整理したものを第３回懇

話会へ報告し、検討いただく。 

（５） （３）と同様に次の一定数（５項目程度）について類似施設の状況や課題点等を調査す

る。 

（６） 調査した内容などを第２回作業部会に提示し、意見をいただき、整理したものを第４回懇

話会へ報告し、検討いただく。 

（７） 以下同様。  

   ※検討すべき項目が整理できたと考えられる時点で終了し、各委員から頂いたコンセプト

や組合せの例等も活用しながら、その組合せの検討、用途・機能の絞込みにつなげる。 

 

 

 

委 員 
事務局 

検討懇話会 

回答票 集計、上位５項目等の調査 

作業部会 
意見、整理 

報告 
検討
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